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Ⅰ 大学の現況及び特徴 

１ 現況  

 

（１）大学名  一橋大学 

（２）所在地  東京都国立市 

（３）学部等の構成 

学部：商学部，経済学部，法学部、社会学部 

研究科：商学研究科，経済学研究科、法学研究科、社会

学研究科、言語社会研究科、国際企業戦略研究科、国際

・公共政策研究部・教育部 

附置研究所：経済研究所 

関連施設：附属図書館、大学教育研究開発センター、総

合情報処理センター、留学生センター、国際共同研究セ

ンター、イノベーション研究センター、社会科学古典資

料センター、保健センター、学生支援センター 

（４）学生数及び教員数（平成19年５月１日現在） 

 学生数：学部4,459人，大学院2,058人 

   専任教員数：332人 

   助手数：75人 

２ 特徴  

一橋大学は、4学部６研究科、１教育部、１研究所から

なる社会科学の総合大学である。日本における唯一の社

会科学の総合大学として、学部、研究科相互の有機的連

携のもとに教育と研究を推進し、多くの人材を輩出して

いるところにその第一の特徴がある。 

 社会科学とは市民社会の学である、というのが一橋大

学の明確な立脚点である。一橋大学の第二の特徴は、学

問と教育の市民社会性にある。一橋大学研究教育憲章は、

「一橋大学は、市民社会の学である社会科学の総合大学

として、リベラルな学風のもとに日本における政治経済

社会の発展とその創造的推進者の育成に貢献してきた」

と謳っている。この一文が伝えているのは、一橋大学が

日本におけるリベラルな市民社会の形成に深く関わって

きた、ということである。社会科学とは、広い意味での

社会的諸問題を科学的に解決する学問であり、近世・近

代ヨーロッパにおいて発達した学問である。その最大の

特徴は、封建的、神学的教義ではなく、生活世界を改善

し、そこで発達した知恵や経験知を学問化したところに

ある。社会科学はこの意味において、市民社会の学問で

あった。市民社会が自立的に自由に活動し、その様々な

営みを学問的に対象化し、よりよい世界を創造しようと

するところに社会科学がうまれ、発展する。一橋大学は

そのような市民社会の学をもっともはっきりとした形で

追求し、キャプテン・オブ・インダストリーの名の下に

開明的で国際的な多数の財界人や政治家を輩出し、市民

的な政治経済社会の構築に寄与してきた。 

 第三の特質は、広い意味での実務性にある。一橋大学

の起源は、森有礼によって銀座においてはじめられた商

法講習所、つまりビジネス・スクールである。商売を学

問の対象とし、知的に練磨し、学生を知的なビジネスマ

ン、そして教養ある市民とすることがその開校以来の特

徴である。一橋の社会科学はそこを基軸として発展した

ために、常に実務性を持ち続けた。実務的というのは、

実社会の要請やその諸問題に深い関心を持ち、これに専

門的かつ理性的に対処するという意味である。これは現

在では、「構想力ある専門人」教育として、国際企業戦

略研究科、法科大学院、国際・公共政策大学院、商学研

究科MBAコースなどに結実している。 

 一橋大学の第4の特徴は国際性にある。もともと一橋

大学は国際ビジネスにおいて、日本が西欧諸国と対等に

戦うための研究と教育を行うための機関として創設され

た。その伝統を受け継ぎ、卒業生の多くは、商社や銀行

など海外に展開する会社に進む。大学自身も海外に多数

の学術・学生交流校をもち、500名を超える留学生を受

け入れている。専門職大学院も国際性をとくに重視して

いる。 

 第5番目にあげられる特徴は少数精鋭の高度な教育で

ある。130年を超える歴史において、一橋大学はこれま

で7万人程度の卒業生を有するにすぎない。ゼミナール

を中心とした徹底して問題発見的で双方向的な少人数授

業を貫徹し、多数の人材を育成してきた。この教育スタ

イルは一橋のバックボーンである。 

 最後に、一橋大学は大学院重点化大学として、大学院

教育を充実させているという特徴を有している。大学院

は、研究者と高度専門職業人の育成に励み、多彩な人材

を世に送り出している。 

 一橋大学は、平和で豊かな政治経済社会の構築、実社

会における諸問題の知的、実践的解決を目指し、上記の

ような特徴を発達させてきた。一橋大学の研究教育は、

学士・大学院課程の全レヴェルを通じてこの特徴に貫か

れており、多くの研究成果と人材を輩出している。
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Ⅱ 目的 

 

1 「一橋大学研究教育憲章」  一橋大学は、市民社会の学としての社会科学の総合大学であり、「一橋大

学研究教育憲章」にあるように、「リベラルな学風のもとに日本における政治経済社会の発展とその創造的

推進者の育成に貢献してきた」。一橋大学は、この伝統を踏まえて、「一橋大学研究教育憲章」で大学の使

命、目的を明記している。それは、「日本及び世界の自由で平和な政治経済社会の構築」という理念のもと

に、その「構築に資する知的、文化的資産を創造し、その指導的担い手を育成すること」、またそのために

「先端的、学際的な社会科学の研究教育を積極的に推進し、日本及び世界における拠点として、人間社会に

共通する重要課題を解決する」ことである。 

 「一橋大学研究教育憲章」は、この使命を果たすために「一橋大学の研究教育の理念」と「一橋大学の研

究教育の基本方針」を併せて定めている。その基本理念としては次の3点がある。 

１．充実した研究基盤を確立し、新しい社会科学の探求と創造の精神のもとに、独創性に富む知的、文化

的資産を開発、蓄積し、広く公開する。 

２．実務や政策、社会や文化との積極的な連携を通じて、日本及び世界に知的、実践的に貢献する。 

３．豊かな教養と市民的公共性を備えた、構想力ある専門人、理性ある革新者、指導力ある政治経済人を

育成する。 

 また、「一橋大学の研究教育の基本方針」は1から８まであるが、内容的に目標に近いものとしては、次の

ものをあげることができる。 

・ 対話と双方向の教育を基軸とした、自由で緊張感ある教育環境を育成し、発展させる。 

・ 個々人の感性を磨き、理性を鍛え、創造性と論理性、構想力と判断力を養うことを教育の指針とする。 

・ 市民社会、産業界、官界との連携を適性、かつ積極的に推進し、社会の課題に的確に応える。 

・ 研究教育の国際的連携を図り、情報・人的ネットワークを構築する。 

 一橋大学は以上の基本理念を明記した「一橋大学研究教育憲章」を大学のウェブサイトで公開し、広くそ

の理念を社会に明示している。また、「一橋大学基本規則」第 2 条に「本学の使命」をおき、「本学は、日本

及び世界の自由で平和な政治経済社会の構築に資する知的、文化的資産を創造し、その指導的担い手を育成する

ことを使命とする」と明記し、具体的規則に定めている。一橋大学は、このように大学の歴史と伝統を踏まえた

明確な目的、使命を明示し、その目的のもとに研究教育活動を行っている。 

 

２ 中期目標・中期計画  一橋大学は国立大学法人として、中期目標・中期計画を立てている。その第１

ページにおいても「一橋大学研究教育憲章」と同一の趣旨の目標が記されている。中期計画の内容は厖大で

あり、一橋大学はそこで高度の目標と計画をたてているため、認証評価の対象としてこれを考えるのは不適

当であるが、研究においては「新しい社会科学の探求と創造」を目標とし、具体的には「伝統的社会科学の

深化と学際化」や「研究環境・研究成果の国際的高度化」を目指すとしている。また、教育との関連では、

教育の目的とする「構想力ある専門人・理性ある革新者・指導力ある政治経済人の育成」に関して、より具

体的に「国際性と市民的公共性を備えた専門人教育の本格化」と「教育の再編・高度化」をあげている。 

期間を定めた目標と研究との関連でとくに指摘しておきたいのは、大学が目標とする「人間社会に共通す

る重要課題を解決する」ための「先端的、学際的な社会科学の研究」の推進として、「大学が重点的に取り

組む領域」として11の研究をあげ、中期計画の期間内に一定の成果をあげるために着実に研究を進めている

ことである。そのうち4つのプログラムは21世紀ＣＯＥの研究であり、そのすべてが中間審査をおえ、研究を

継続することが認められている。 

また、教育との関連では、中期計画はその専門人について「企画立案型の国家・国際公務員、弁護士や公
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認会計士、企業関係の高度専門職業人だけでなく、研究者、評論家、ジャーナリスト、NPO参加者など、自己

の高度の専門知識によって市民公共的に活動する知的プロフェッショナルを指す」と定義し、大学の設定し

ている目的をより具体的に表現している。さらに、「理性ある革新者」とは各分野におけるイノヴェーショ

ンの担い手を、「指導力ある政治経済人」とは一橋大学が長年にわたって標榜してきたキャプテン・オブ・

インダストリーの系譜を継ぐ、企業や政界でのトップリーダーを意味する。中期目標、中期計画では、その

ための「教育の成果に関する目標」として「グローバルに通用する豊かな教養と高度の専門知識を統合的に

身につけさせる」ことを表明している。一橋大学のカリキュラムはそのために、1年次から専門の授業を行う

と同時に、様々な教養科目を準備し、他学部の授業も一定程度とることを義務付けている。また、学部の枠

を超える教養ゼミも設置している。さらに、近年では、1,2年生を対象として、如水ゼミという産業界の第一

線で活躍している人々を講師としたゼミナールも多数、開講され、ケースメソッドによる知的訓練や社会人

としての生き方を学び、考える機会を与えている。 

 

３ 学士課程と大学院課程  一橋大学は大学院重点化大学であり、大学院教育に高い比重が置かれている。

しかし、同時にまた、長い伝統をもった学部教育を非常に重視しており、その双方に多大なエネルギーをさ

いている。学士課程と大学院課程は、それぞれ次のような基本的教育目標を有している（参照、一橋大学 

中期目標Ⅱ－１－(３)、「2007年度「授業ハンドブック」33頁）。   

 学士課程  

① 学生の個々の人格形成を総合的に深め、精神的に豊かな生活を送るための基礎を提供する。 

② 学生が将来、国際的視野を備えた教養ある専門人として、変革期の社会で創造的に活動し、政治経済社

会のリーダーとして的確な方向指示と指導性を発揮しうるための総合的、基本的知識と知力を与える。 

③ 高度専門人教育の第一期として、大学院専門教育とも適切に連動する高度な教育を行う。 

大学院課程 

① 21世紀という新時代を最先端の社会科学的知識によって実践的に切り開く高度専門職業人の育成と伝統

的社会科学の深化及び新しい社会科学の形成、発展に寄与しうる研究者の育成を図る。 

② 国際的なレヴェルで高度の専門職業人、研究者教育を提供することを目指す。 

③ グローバル化時代の政治、経済、文化的国内・国際交流＝競争に対応する教育成果をあげる。 

 

 以上の基本的教育目標は、第一に学士課程において教養を重視することをあげている。教養は、人格形成

のために教養をそのものとして必要と考えると同時に、国際社会で生きていく高度の専門人また政治経済社

会のリーダーに不可欠の判断力や指導性、先見性、人間的深みを与えるために不可欠の要素として重視され

ている。第二に学士課程の目標は、専門教育を適切に行い、専門人や政治経済社会のリーダーに相応しい総

合的、基本的知識を与えることを目指している。第三に、学士課程の目標はより高度な専門知識への第一期

として大学院教育と連結するものと考えられている。 

 大学院課程の基本的教育目標は、第一に専門人すなわち高度専門職業人と研究者の育成を目指す。これま

で社会科学系の大学院は主として大学の研究者の育成を目ざしてきたが、一橋大学はそれと同時に高度専門

職業人の育英を等しく重要なものと位置づけている。第二に、この教育は国際レヴェルのものであることを

目指す。第三に、大学院レヴェルでの高等教育における国内・国際的競争のなかにあって、一橋大学の大学

院は他大学からの多数の入学者や海外からの留学生の獲得及び学生に対するプロセスとしての教育による成

果（学位の授与など）をあげることを明らかにしている。 

 一橋大学はこのように学士課程と大学院課程の双方について独自の教育を与えると同時に、その有機的連

関を目指し、部局ごとにそれぞれに相応しい形でその連関を実現している。 


